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日常生活と関連付けて科学的に探究する観察，
実験の必要性と工夫

高等学校化学について，学習指導要領改訂のポイントである「科学的に探究する学習の充

実」と「日常生活や社会との関連を重視」を踏まえ，全国学力・学習状況調査や大学入学共

通テスト試行調査に出題された問題を手掛かりに，これからの授業改善の在り方を述べる。
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中学校 義務教育学校

高等学校 特別支援学校

１ 必要な資質・能力

これからの時代は情報化や人工知能(ＡＩ)

の技術が更に進歩し，急激な社会の変化が起

こる予測困難な時代といわれている。そのた

め，どれだけ知識を多くもっているかではな

く，様々な変化に積極的に向き合い，課題を

解決する力や，新たな考えを生み出す創造力

が必要となる。また，自分の限界を超え，更

に大きな力を発揮するために，他者と協働す

ることが重要である。そのためには，コミュ

ニケーション力が必要となる。学校教育にお

いても子供たちが，これからの予測困難な時

代を生き抜くために，「知識を教える」教育

から「資質・能力を育成する」教育に転換す

る必要がある。そこで，本稿では，高等学校

学習指導要領（平成30年３月告示）の改訂の

ポイントを踏まえ，平成30年４月に実施され

た全国学力・学習状況調査 中学校第３学年

理科（以下，「全国学力調査」という。）や

平成30年11月に実施された大学入学共通テス

ト試行調査（以下，「試行調査」という。）

の問題を手掛かりに，これからの授業改善の

在り方を述べる。

２ 主体的・対話的で深い学びの実現

『高等学校学習指導要領（平成30年３月告

示）解説 理科編 理数編』（以下，「解

説」という。）には，「主体的・対話的で深

い学び」の実現に向けた授業改善の視点が示

されている（図１）。

「主体的な学び」

自然の事物・現象から課題や仮説の設定をしたり，

観察，実験などの計画を立案したりする学習となって

いるか，観察，実験などの結果を分析し解釈して仮説

の妥当性を検討したり，全体を振り返って改善策を考

えたりしているか，得られた知識及び技能を基に，次

の課題を発見したり，新たな視点で自然の事物・現象

を把握したりしているかなどの視点。

「対話的な学び」

課題の設定や検証計画の立案，観察，実験の結果の

処理，考察などの場面では，あらかじめ個人で考え，

その後，意見交換したり，科学的な根拠に基づいて議

論したりして，自分の考えをより妥当なものにする学

習となっているかなどの視点。

「深い学び」

「理科の見方・考え方」を働かせながら探究の過程

を通して学ぶことにより，理科で育成を目指す資質・

能力を獲得するようになっているか，様々な知識がつ

ながって，より科学的な概念を形成することに向かっ

ているか，さらに，新たに獲得した資質・能力に基づ

いた「理科の見方・考え方」を，次の学習や日常生活

などにおける課題の発見や解決の場面で働かせている

かなどの視点。

特に，「深い学び」をいかに具現化してい

くかが授業改善を行う上での鍵となる。今回

の改訂で，全教科を通して「見方・考え方」

が整理されたが，生徒の「深い学び」を実現

するには，各教科の「見方・考え方」を働か

せることが大切である。

図１ 「主体的・対話的で深い学び」の視点
高等学校学習指導要領解説 理科編 理数編（平成30年7月）から転載



これまで理科においては，小・

中・高等学校を通して，「科学的

な見方や考え方」の育成を目標と

して位置付けられていたが，今回

の改訂では，「見方・考え方」は

資質・能力を育成する過程で働

く，物事を捉える視点や考え方と

して整理された。

例えば，図２の小学校の粒子領

域において，燃焼の仕組みを考え

るとき，空気に物を燃やす力がな

くなった（質的）という視点や空

気がなくなった（実体的）という視点で捉える。

このように，粒子領域では自然の事物・現

象を主として質的・実体的な視点で捉える。

さらに，中学校からは，実体はあるが見えな

いレベルの原子，分子レベルで事象を捉え，

高等学校では，事象をより包括的・高次的に

捉えるようにする必要がある。例えば，高等

学校では，物質の構成粒子について，原子の

構造や電子配置から包括的・高次的に捉える。

図３は，理科の「考え方」であり，これら

の理科の「考え方」を用いて，科学的に探究

する力をどのように育成していくかが大切で

ある。

「深い学び」を実現するためには，このよ

うな「理科の見方・考え方」を生徒が働かせ

る場面，すなわち，科学的に探究する場面を

教師が設定したり，身に付けた「理科の見方・

考え方」を他の場面で生かすような場面を構

成し，設定したりすることが大切である。

図３ 理科の「考え方」

さらに，理科を学ぶことの意義や有用性の

実感及び理科への関心を高めるために，日常

生活や社会との関連を図ることも大切である。

３ 科学的に探究する学習の充実

「化学基礎」では物質とその変化について，

「化学」では科学的な事物・現象について，

科学的に探究するために必要な資質・能力を

育成することを目標としている。

図４は，資質・能力を育むために重視する

探究の過程のイメージである。このように課

題の把握（発見），課題の探究（追究）や課

題の解決といった探究の過程を通じた学習活

動を行い，資質・能力が育成されるよう授業

改善を行う必要がある。

全国学力調査の問題では，図５で示すよう

に「科学的に探究して・・・」という言葉が

全ての大問のリード文に使われており，科学

図２ 理科の「見方」

図４ 探究の過程のイメージ
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的に探究する学習を充実させることの重要性

を示している。

４ 日常生活や社会との関連を重視

全国学力調査では，図５の問題のように，

日常生活で身近なものを題材とした問題が出

題されている。また，試行調査の「化学基

礎」や「化学」においても，日常生活や社会

と関連した課題等を科学的に探究する内容の

問題が出題されている。「化学基礎」では，

生理食塩水やミネラルウォーター，ビタミン

Ｃ，トイレ用洗浄剤など日常生活で身近なも

のを試料として実験を行う内容のものであっ

た（図６）。また，「化学」では，かぜ薬の

合成をテーマとした内容やカセットボンベを

扱った内容のものであった。

このように，学習した内容を身の回りの事

物・現象と関連付けて授業を行うことが大切

である。

５ 授業の工夫例

生徒は，薬品は化学の授業で使用するもの

図５ 全国学力調査 第４問と第８問

※ 下線は執筆者による。

図６ 試行調査 第３問

とし，同じ物質でも日常生活と切り離して考

えがちである。例えば，塩化ナトリウムを扱

うとき，試薬容器に入ったものより，食塩

（塩化ナトリウム99％以上の精製塩）を使っ

た方が，生徒にとっては身近に感じ，内容を

理解しやすい場合がある（図７）。

高等学校の無機分野の単元において，カ

ルシウムの化合物を扱うとき，図８のような

石灰乾燥剤（主成分 酸化カルシウム）を実

際に提示し授業を進めた方

が，生徒にとっては授業内

容を受け入れやすい。

そこで，試行調査に出題

され，解説に実験例として

記載されているアスコルビ

ン酸（ビタミンＣ）を例に，授業の工夫例

を紹介する。

(1) 日常生活との関連

ビタミンＣは，Ｌ-アスコルビン酸という

物質である。生徒にとっては，Ｌ-アスコル

ビン酸は，難しい聞き慣れない物質であるが，

ビタミンＣは日常生活で見たり聞いたりする

身近な物質である。食品や清涼飲料水の成分

表には，ビタミンＣと記載されたものが多く

あり，清涼飲料水などに加えられているビタ

ミンＣの働きに触れることが有用である。す

なわち，ここでのビタミンＣは，図９の成分

表のように，酸化防止

剤としての働きがあ

り，食品添加物として

含まれている。そのた

め，ビタミンＣは栄養

剤として含まれている

ものではないことやビ

図７ 塩化ナトリウム（左）と食塩（右）

図８ 石灰乾燥剤

図９ 缶コーヒー(上)と清涼
飲料水(下)の成分表



タミンＣ（Ｌ-アスコルビン酸）が酸化され

やすく，還元剤として働くため，他の成分の

酸化を防いでいることを説明したり，考えさ

せたりすることによって，生徒は学習した内

容と関連付けて理解することができる。

(2) 探究的な活動の例

生徒は身近にあるものを教材として扱った

り，実験で求めた数値が実際のものと同じに

なったりすることで，化学で学習している内

容の有用性を実感する。そこで，中和や酸化

還元を学習した後，次のような実験が考えら

れる。

清涼飲料水等にビタミンＣが含まれている

かどうかを，既習事項の酸化還元反応を用い

て検出する。例えば，ヨウ素等の酸化剤と反

応させることで検出できる。身近な物質では

ボビドンヨードを含むうがい薬で検出できる。

この反応により，褐色のうがい薬（図10）

にビタミンＣ（Ｌ-アスコルビン酸）溶液を

加えると無色（図11）になる。

ビタミンＣの定量実験として，この反応を

用いて，酸化還元滴定を行うこともできる。

例えば，濃度調整したＬ-アスコルビン酸溶

液を用いて，うがい薬の濃度を決定すること

により，うがい薬中のヨウ素の含有量が求め

られる（デンプン溶液を指示薬として使用）。

実験を行ってみると，求めたヨウ素の含有量

はうがい薬に表記されている数値とおよそ同

じ（うがい薬１mL中７mg）であった。また，

濃度を決定したうがい薬を用いて，市販され

図10 ビタミンＣ溶液(左)

とうがい薬(右)

図11 うがい薬にビタミンＣ

溶液を加えた様子

ているビタミンＣのサプリメントについて，

１カプセル中のビタミンＣの含有量を滴定に

よって求めると，パッケージに表記されてい

る量とおよそ同じであった（求めた量:529mg，

パッケージ表記量：525mg）。これらの実験

結果から有用性を実感するとともに，中和滴

定実験の復習ともなり，既習事項の器具の名

称や操作方法，濃度計算などの定着を図るこ

ともできると考える。

探究的な活動を行う際は，「３ 科学的に

探究する学習の充実」に記載した探究の過程

を踏まえ，生徒たちが見通しをもって実験を

行うことができるように，課題の設定をしっ

かりと行わせ，実験手順を考えさせたり，グ

ループで議論させたりすることが大切である。

また，これまで習得した知識や技能を活用し

たり，生徒に説明させたりする場面を設定す

ることも大切である。

これまでの学習指導要領でも，科学的に探

究することの重要性や日常生活との関わりを

重視することの必要性は指摘されてきた。今

回の改訂では，探究する学習を一層充実させ

るため，探究の過程を明確にしたり，理科で

学習していることが日常生活や社会を豊かに

し，様々な分野と関連していることに触れた

りするなど，更に重視するものとなっている。

授業においては，科学的に探究する場面を

設定し，他者と協働したり，習得した知識を

活用したりすることや日常生活のあらゆる場

面やものに目を向かせ，化学を学習する有用

性を認識させることが大切である。
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